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「つ」がつ<とつまる、つかないとつまらない?

寄席の符牒で「つ離れ (つばなれ)」 という言葉がある。最初の前座が出ているころは、まだお

客がちらほら、そのうちに徐長にお客さんが増え10人以上入つた時「おつ !つ離れしたぞ」と

言う。ひとつ、ふたつ、みつつ、・・・やつつ、ここのつ、とう。一つから九つまでは「つ」があ

るけれど、十になると「つ」がなくなる。逆に最初十人以上いたお客さんがいて、途中から十人

以下になることを「つ戻り」という。

「つ」でも、」ヽさな「つ」「ッ」は、日本語の音節の 1つであり、仮名の 1つである。一般に

小書き「つ」と呼ばれる。促音であり単独で「つ」が使われる場合は、咽が詰まつた状態や極め

て痛い状態が発生したことを表現したい場合に使用され、言葉にならないという意味

を持つ。小さな「つ」「 ッ」がつくとつかないで、意味の変わる言葉を対比してみた。

世の中は ひとつ「つ」まるの 違いにて そとは雪だよ そつと行きな

つまがつまづいた
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夫、おつとつとつ

「っ」がない 「っ」1づく 「つ」まらない解説

そと (外)は雪だよ そ⑤と行きなよ 雪が「つ」もるよ、気を「つ」けな

食べ物を喰いあさり 味はあ③さり 食欲は「つ」きない、味「つ」けは
0

せけん (世間)は汚い せ⑤ けん (石鹸)はされい 汚れた世間を、石鹸で洗い流せる?

お豆をまいた 鬼はまい◎た 鬼は外にそつと退散

苦情処理がかり (係 ) 処理が遅くが◎かり 係の人はかかりつきりでやつたのに・

この扉は絶対あけない (開けれ )ヽ すぐ開いた あ◎ けない 何かが「つ」つかえていたのか?

眠りぐすり (薬) ぐ⑥すり目民る 「つ」「つ」がない暮らしで安眠・ 永眠

もともとこれだけ も⑤とも⑥と欲しい 人の欲望は「つ」きない

もう、じこう (時効)だ これから、じ⑤こう(実行)だ 0寺間が解決すると実感した

しこう (思者)が止まる 強制し◎ こう (執行)する 便所は思雪と茎想をする所?

ふと 立ち止まる フ◎ トワーク良く動き回る フトンがふつ飛んだ

さき (先)は未来 さ⑤きは過去 剣の賛に熱資、一寸先はわからない

この演技成功したい し⑤ たい (失態)を演じた 「つ」まらないミスで。・

おと (音)が鳴り響く お⑥ と (夫)がおとなしい 夫1彗無の構えで、妻「つ」まらない

ちょさん (貯金)を積む ちょ⑤ きん 切り捨て 貯金の利子は端数切り捨て



澄むと濁るで大違い 。ちがい<らべ

世の中は澄むと濁るで大違い「崎名に毛があり、ガ に毛が無し」「9ぎ に活 あり、舟線に管 あり」

が有名だが・・・―字違いで意味が変わるものを並べてみました。

ため         くち い し       い じ  ぐち      だめ
人の為になると目つて、 □_で意志を伝えても、重地悪な愚痴に聞こえて駄目になる。

しどう きせい   じどう ぎせい ふた Sた
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暴力指導を規制 して児童の犠牲なくす 臭い物に蓋、豚は臭い

エコは自然に優しい、エゴは自分勝手

上からあかりと下からあがり
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